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１．流域の状況 

○ 田川は、その源を三重県
いいなん

飯南郡
いいだか

飯高町と奈良県
よ し の

吉野郡
ひがしよしの

東吉野村の県境に位置する
たかみ

高見山（標高 1,249m）に発し、
はちす

蓮川等の支川を合わせながら東流し、
いせ

伊勢平野に出

て
さな

佐奈川を合わせた後、
まつさか

松阪市
ほうだ

法田で
はらい

祓川を分派し、流路を北に転じ伊勢湾に注ぐ、

幹川流路延長 87km、流域面積 436km2の一級河川である。 

○大臣管理区間は、 田川本川の19kmから下流のほか、佐奈川、蓮川等、合わせて35.6km

である。 

 

管理区間延長 
管理者 河川名 管理区間延長（㎞） 

田川 18.9 
さ な

佐奈川  5.4 
はらい

祓川  0.1 
はちす

蓮川  7.0 
ぬのびきたに

布引谷川  0.7 
おおだ

青田川  3.5 

国土交通省 

大臣管理区間合計  35.6 
三重県 指定区間合計（67河川） 202.0 

合  計（68河川） 237.6 

【出典：河川便覧Ｈ１２年度等】 

田川水系図
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２．河川環境の現状 

2.1 環境の概要 

（１）上中流部の環境 

○1,000m級の山々が連なる上流部には、スギ、ヒノキの植林の間に、ブナの原生林

やモミ、シデなどの樹林が残存しており、
たかたき

高滝などの滝が点在する水辺には、三

重県指定の天然記念物であるオオダイガハラサンショウウオなど、山間の渓流に

棲む生物の生息がみられる。 

○中流部は、大小の屈曲を繰り返して河岸段丘の谷間を流れ、至る所で岩盤が露出

するとともに、砂州や瀬・淵が連続し、水辺には 田川を代表するアユや、国指

定の天然記念物であるネコギギなどの魚類が生息している。 

○このような上中流域の一帯は、
むろう

室生赤目青山
あかめあおやま

国定公園及び香肌峡
かはだきょう

県立自然公園に

指定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みやのたにたかたき

宮の谷高滝

宮の谷は、高滝や
かざおれ

風折の滝と急峡な崖
があり、また原生林も残っており、渓
谷美だけでなく、自然観察の場として
も利用される。

つづらくま

九十九曲（ 田川本川中流部）

丘陵地帯の間を蛇行を繰り返しながら
流れ、様々な渓谷美を形成している。
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位置図（河川環境）
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2.2 生息生物の概要 

○ 田川下流部の大臣管理区間では、河川水辺の国勢調査として生息生物の状況を調

査している。 

○最新の河川水辺の国勢調査では、 田川下流部で、魚介類 58種、底生動物 259種、

植物 654種、鳥類 76種、両生類 6種、爬虫類 8種、哺乳類 9種、陸上昆虫類 1,028

種が確認されており、そのうち特定種は 59種である。 

 

河川水辺の国勢調査による確認種数と特定種（ 田川下流部）
項 目 最新の調査年 確認種数 特定種 

魚介類 平成 13 年度 21 科 58 種 ｽﾅﾔﾂﾒ､ｲﾁﾓﾝｼﾞﾀﾅｺﾞ､ｽｼﾞｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ小型種東海型､ｱ
ｶｻﾞ､ﾒﾀﾞｶ､ｶﾏｷﾘ､ｳﾂｾﾐｶｼﾞｶ 
 

底生動物 平成 13 年度 127 科 259 種 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ､ﾏﾂｶｻｶﾞｲ､ｷｲﾛﾔﾏﾄﾝﾎﾞ､ﾋﾒｻﾅｴ 
ｺﾌｷﾄﾝﾎﾞ､ﾖｺﾐｽﾞﾄﾞﾛﾑｼ 
 

植物 平成 11 年度 119 科 654 種 ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ､ｵｵﾊﾞﾉﾊﾁｼﾞｮｳｼﾀﾞ､ｶﾜﾗﾊﾝﾉｷ､ﾊﾏﾏﾂﾅ､ﾔﾅｷﾞﾉ
ｲﾉｺｽﾞﾁ､ｵｶﾞﾀﾏﾉｷ､ﾐﾔｺｱｵｲ､ﾋﾒｶﾝｱｵｲ､ｲｼﾓﾁｿｳ､ﾀｺﾉｱ
ｼ､ﾕｷﾔﾅｷﾞ､ﾊﾏﾎﾞｳ､ﾋﾒﾐｿﾊｷﾞ､ｹﾔﾏｳｺｷﾞ､ﾊﾏｻｼﾞ､ﾐｿﾞｺｳ
ｼﾞｭ､ｶﾜﾁﾞｼｬ､ｶﾜﾗﾊﾊｺ､ｶﾜﾗﾖﾓｷﾞ､ﾌｸﾄﾞ､ｳﾗｷﾞｸ､ｼﾗｲﾄｿ
ｳ､ｱｲｱｼ､ﾅｶﾞﾐﾉｵﾆｼﾊﾞ､ﾐｸﾘ､ｼｵｸｸﾞ 
 

鳥類 平成 10 年度 29 科 76 種 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ､ｶﾜｳ､ﾁｭｳｻｷﾞ､ﾐｻｺﾞ､ﾁｭｳﾋ､ﾀﾏｼｷﾞ､ｼﾛﾁ
ﾄﾞﾘ､ﾀｹﾞﾘ､ｺｱｼﾞｻｼ､ﾔﾏｾﾐ､ｶﾜｾﾐ､ｵｵﾖｼｷﾘ 
 

両生類 平成 14 年度 4 科 6 種 － 
 

爬虫類 平成 14 年度 5 科 8 種 － 
 

哺乳類 平成 14 年度 5 科 9 種 － 
 

陸上昆虫類 平成 12 年度 179 科 1,028 種 ｺﾌｷﾄﾝﾎﾞ､ﾂﾁｺﾞｷﾌﾞﾘ､ｱｵﾏﾂﾑｼ､ﾋﾒｼﾞｭｳｼﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ､ｹﾞ
ﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ､ﾆｯﾎﾟﾝﾊﾅﾀﾞｶﾊﾞﾁ､ｵｵｻｶｻﾅｴ､ｸﾛｱｼｴﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ
 

特定種…豊かな自然の指標となる種、または生息数が減少し保護が望まれる種として、ある一定の基準を満たす

ものとして抽出された動植物の種。 
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○
はちす

蓮ダム（貯水池及び流入河川、ダム下流部）では、魚介類 18種、底生動物 250種、

植物 502種、鳥類 71種、両生類 9種、爬虫類 9種、哺乳類 15種、陸上昆虫類 1,017

種が確認されており、そのうち特定種は 57種である。 

河川水辺の国勢調査による確認種数と特定種（蓮ダム）
項 目 最新の調査年 確認種数 特定種 

魚介類 平成 14 年度 9 科 18 種 ｱｶｻﾞ､ｶｼﾞｶ 
 

底生動物 平成 14 年度 20 目 250 種 ﾋﾒｻﾅｴ､ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ､ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ､ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ 
 

植物 平成 9年度 123 科 502 種 ｵｵﾊﾞﾉﾊﾁｼﾞｮｳｼﾀﾞ､ﾐﾔｺｱｵｲ､ﾊｶﾞｸﾚﾂﾘﾌﾈ､ｷﾞﾝﾘｮｳｿｳ､ｲ
ﾜﾅﾝﾃﾝ､ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ､ﾘﾝﾄﾞｳ､ｾﾝﾌﾞﾘ､ｲﾅﾓﾘｿｳ､ﾐｶｴﾘ
ｿｳ､ｲﾜﾀﾊﾞｺ､ｼﾗｲﾄｿｳ､ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ､ｻｻﾕﾘ､ﾅﾍﾞﾜﾘ､ｼｭ
ﾝﾗﾝ､ｱｹﾎﾞﾉｼｭｽﾗﾝ､ﾐﾔﾏｳｽﾞﾗ､ｸﾓｷﾘｿｳ､ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ､
ｷﾖｽﾐｺｹｼﾉﾌﾞ､ﾄｷﾜｼﾀﾞ､ｲﾇｼｮｳﾏ､ﾚﾝｹﾞｼｮｳﾏ､ﾍﾞﾝｹｲｿｳ､
ﾊｶﾞｸﾚﾂﾘﾌﾈ､ﾆｼｷｳﾂｷﾞ 
 

鳥類 平成 13 年度 32 科 71 種 ｵｼﾄﾞﾘ､ﾊﾁｸﾏ､ｵｵﾀｶ､ﾊｲﾀｶ､ｸﾏﾀｶ､ﾔﾏﾄﾞﾘ､ｻﾝｼｮｳｸｲ､ｱｶ
ﾓｽﾞ､ｻﾝｺｳﾁｮｳ､ｶﾜｾﾐ､ﾔﾏｾﾐ､ｶﾜｳ 

両生類 平成 10 年度 6 科 9 種 ﾌﾞﾁｻﾝｼｮｳｳｵ､ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ､ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ 

爬虫類 平成 10 年度 5 科 9 種 － 

哺乳類 平成 10 年度 11 科 15 種 ﾆﾎﾝｻﾞﾙ､ﾎﾝﾄﾞﾓﾓﾝｶﾞ､ﾆﾎﾝｶﾓｼｶ 

陸上昆虫類 平成 10 年度 225 科 1,017 種 ﾊﾙｾﾞﾐ､ｳｼｶﾒﾑｼ､ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ､ｾﾀﾞｶﾃﾝﾄｳﾀﾞﾏｼ､ｲｼｶﾞｹﾁ
ｮｳ､ﾌﾘｯﾂｪﾎｳｼﾞｬｸ 

特定種…豊かな自然の指標となる種、または生息数が減少し保護が望まれる種として、ある一定の基準を満たす
ものとして抽出された動植物の種。
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アユ

 田川はアユの産地として名高く、本川のほぼ
全域で確認され、初夏のシーズンには県外からも
多くの釣り客が集まる。
 淡水で生まれてすぐに海へ下り、産卵とは無関
係に再び淡水に戻る。成魚の生活場は、多くが平
瀬～早瀬である。

コフキトンボ
「自然のレッドデータブック・三重」に記載され
ている希少種。

ハマボウ 
「自然のレッドデータブック・三重」における希少種。
神奈川県を分布の東限とする暖地性の植物で、三重県で
は熊野灘沿岸地方に主として分布し、伊勢湾沿岸地域で
は稀な植物群落となっている。 
【提供：清水善吉氏】 

カワラヨモギ
「自然のレッドデータブック・三重」における希少
種。海岸や河川敷の砂地や礫地に生息する。

チュウサギ
 「環境庁レッドリスト」で準絶滅危惧種（NT）
として記載されている特定種で、近年個体数が減
少しつつある。 

コアジサシ
｢自然のレッドデータブック・三重｣の希少種。本
州には夏鳥として渡来する種であり、大きな川の
中州や河岸、海岸の砂地等に集団で営巣する。
                         【提供：市川雄二氏】
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（４）既定計画 

○昭和 34 年９月の伊勢湾台風による甚大な被害に鑑み、昭和 37 年から直轄事業に

着手した。昭和 42 年に一級河川の指定を受け、昭和 43 年に両郡橋における基本

高水のピーク流量を 4,800m3/s とし、このうち 500m3/s を洪水調節施設により調節

し、計画高水流量を 4,300m3/s とする工事実施基本計画を策定した。 

 

 

計画高水流量配分図 

 

 

 

 
 

田川

[4,800]
4,300 4,350 4,150

200
260
（50）

◎ 基準地点

佐
奈
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祓川

伊

勢

湾

単位：m3/s [ ]：基本高水のピーク流量
( )：本川ピーク時の合流量

両郡橋

注）基本高水のピーク流量：河川改修やダム等の治水施設を計画する前に、
整備の目標の基本として設定されるピーク流量
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朝長橋 

新橋 
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3.3 洪水調節施設 

（１）蓮ダムの概要 

○蓮ダムは、昭和49年から建設事業に着手し、平成3年に完成した高さ78m、総貯水

量3,260万m3、有効貯水量2,940万m3の重力式コンクリートダムである。 

○目的 

①洪水調節（計画時） 

基準地点の両郡橋地点で、基本高水のピーク流量 4,800m3/sのうち 500m3/sの流

量低減を図る。 

②流水の正常な機能の維持 

ダム下流の既得用水の補給と流水の正常な機能の維持と増進を図る。 

③水道用水 

松阪市他２市１2町 2村（南勢志摩水道）に最大 2m3/sを取水可能にする。 

④発電 

蓮ダム下流左岸のダム式発電所で、最大出力 4,800kWの発電を行う。 

 

＜蓮ダムの操作規則見直し＞ 

 蓮ダムは平成３年に完成したが､平成６年９月の出水でダム完成時の操作規則に

沿って洪水調節を行った結果、ダムの洪水調節容量の約70%を残しながら、ダム下流

の飯高町､飯南町などで多数の家屋が浸水する被害が発生した。 

 その後、浸水被害を生じた町等から被害軽減のため「蓮ダム操作規則の見直し」

の強い要望が出されたことから、平成12年に操作規則を変更し、現在に至っている。 

【蓮ダム操作規則】 

●ダム完成時の操作規則は、調節開始流量 200m3/s、最大放流量 1,000m3/s、放流率

α＝0.55の一定率一定量放流方式である。 

●平成６年９月洪水を契機に平成 12年に変更した操作ルールは、350m3/s一定量放

流方式である。 
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（２）平成６年９月洪水における蓮ダムの治水効果 

平成6年9月洪水を現在の蓮ダム操作規則で洪水調節計算を行うと、ダムがない場

合と比較して両郡橋地点で約600m3/sのピーク流量低減が図れる。両郡橋地点の水位

に換算すると約80cmの低下となる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

蓮ダムによる洪水調節効果 

両郡橋地点の流量ハイドログラフ（H6.9.30洪水）
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両郡橋付近のイメージ
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3.4 河道の状況 
○ 田川の現状の河道に、蓮ダムの現在の操作方式により調節後の平成６年９月洪

水を流下させた場合、下流部の大平橋上流部や上流部の 16k～17k 付近で計画高

水位を上回る。これは、下流部では大平橋による洪水のせき上げと広い高水敷や

樹木群の影響であり、上流部は河幅不足や樹木群の繁茂が原因と考えられる。 

 

○佐奈川では、平成６年９月洪水において、未改修である上流部の水位が計画高水

位を上回ったが、堤内地盤が高いため、家屋被害は発生していない。 
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（２）蓮ダムの耐震性の現状 

ダムの耐震設計は、ダムの位置とダム形式別に設計震度が決められて

いる。蓮ダムは強震帯地域に位置し、重力式コンクリートダムの設計震

度は０．１２～０．１５を目安とすることとされているが、蓮ダムでは

０．１５を採用しており、地震に対して十分な安全性を確保できるよう

設計している。 

我が国では、地震により大きな損傷を受けたダムの事例は無く、阪神

淡路大地震（Ｍ＝７．２）においても、ダムの安全性に関わる被害は発

生していない。なお、建設省（現国土交通省）が平成 7 年に設置した「ダ

ムの耐震性に関する評価検討委員会」において、現行基準で大地震に対

する耐震性は確保されているとの結論が得られている。 
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3.7 土砂動態 
（１）河床の状況 

○ 田川下流部の大臣管理区間の昭和 59年から平成 14年までの平均河床

高は、概ね安定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

○佐奈川の昭和 59年から平成 14年までの平均河床高は､概ね安定している。 
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（２）干潟の現状 

○ 田川の河口には、干潟が形成されている。 

 

 

 

 

 

河口部干潟 

田田
川川  

松阪港 

松名瀬海岸 
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（土砂投入による河床の変化） 

投入土砂影響把握調査実験区（St.3）に設けた場所（投入土砂より下流15m）

の河床の状況をみると、写真左は土砂投入前（H14.6.11）の河床で、大部分

を糸状緑藻類が占めている状態であった。写真右は土砂投入後6週間後の

（H14.7.22）の河床で、投入された細かな礫が流下し糸状緑藻類を覆い、糸

状緑藻類が減少するという効果がみられた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 土砂投入による効果（St.3 土砂投入点下流 15mの河床の変化） 

 

6 週間後の河床 投入前の河床 



 34

４．利水の現状 

4.1 河川流況 

○両郡橋地点の近年の流況は平成 3 年～平成 12 年の 10 ヶ年平均で、豊水流量

14.4m3/s、平水流量 7.7m3/s、低水流量 4.7m3/s、渇水流量 2.8m3/s、年平均流量

18.5m3/s 程度である。 

 

両郡橋地点実績流況 

地点名  豊水流量 平水流量 低水流量 渇水流量 最小流量 
年平均 
流量 

流量 

(m3/s) 
14.35 7.70 4.66 2.77 1.95 18.47

両郡橋 

(H3～H12) 比流量 

(m3/s･100km2) 
3.79 2.03 1.23 0.73 0.51 4.88

全国平均 

(H3～12) 

比流量 

(m3/s･100km2) 
5.12 2.92 1.89 1.06 0.67 5.06

 

 

豊水流量：年間 365 日のうち、95 日はこれを下回らない流量 

（大きい方からおよそ 25%に相当する流量） 

平水流量：年間 365 日のうち、185 日はこれを下回らない流量 

（大きい方からおよそ 50%に相当する流量） 

低水流量：年間 365 日のうち、275 日はこれを下回らない流量 

（大きい方からおよそ 75%に相当する流量） 

渇水流量：年間 365 日のうち、355 日はこれを下回らない流量 

（大きい方からおよそ 97%に相当する流量） 
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 (3)蓮ダムの利水計画 

○蓮ダムは南勢
なんせい し ま

志摩水道事業の水源として、松阪市、伊勢市、鳥羽市等への水道用

水を供給しており、地域の発展に欠かせない水源となっている。 

○南勢志摩水道事業の概要 

 南勢志摩水道は、三重県企業庁により南勢地域及び志摩地域の 17 市町村へ水道用

水を供給している事業で、昭和６３年度に南勢水道と志摩水道を統合し、南勢志

摩水道として現在に至っている。 

 
 南勢志摩水道供給事業 
 南勢系 志摩系 

計画目標年次 平成１７年度 
計画給水人口 395,100 人  

 332,200 人  62,900 人  
３市７町２村 ５町 給水区域 

伊勢市 松阪市 鳥羽市 い そ べ

磯部町 
あご

阿児町 
だいおう

大王町 
 飯南町 多気町 明和町  志摩町 

はまじま

浜島町 
 た ま き

玉城町 
お ば た

小俣町 
ふ た み

二見町 
 わたらい

度会町 
せ い わ

勢和村 
み そ の

御薗村 

 

 

 

給水区域図
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4.5 水質保全に向けた取り組み 

（１）生活排水処理の現状

○水質汚濁の原因ともなる生活排水は、下水道、合併浄化槽等の施設で処理されるが、

その処理率はまだ低い状況にある。 

生活排水処理率の状況（平成１３年度末現在） 
区域 公共 

下水道 
農業集落
排水施設 

漁業集落
排水施設

ｺﾐｭﾆﾃｨ 
ﾌﾟﾗﾝﾄ 

合併 
浄化槽等 

計 

田川流域 
6 市町村 

11.6％ 2.0％ － 29.4％ 43.2％ 

全国 63.5％ 2.3％ 0.3％ 7.6％ 73.7％ 

※処理率(％)＝各施設による処理人口計/区域内人口計 

                 出典)平成 14 年度版 三重県環境白書、三重県統計書 
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4.6 蓮ダムの水質 

○蓮ダムの水質は、ダム完成後ほぼ安定した水質を維持している。 

○蓮ダムでは、しばしば淡水赤潮や濁水長期化等の水質問題が発生している。このた

め、選択取水設備や表層循環装置、流入水制御フェンス、人工生態礁といった水質

保全対策を実施している。 

 
 

蓮ダム貯水池の水質
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濁度…水の濁りの程度を表す指標。
SS…水中に浮遊している不溶解性の

粒子状物質の量。水の濁りの原因
となる。 

COD(化学的酸素要求量)…水中の有機
物を酸化剤で化学的に分解した
ときに消費される酸素の量をい
い、湖沼、海域の有機汚濁の代表
的な指標。 

総窒素、総リン…水中に含まれる窒
素、リンの量を示す。窒素、リン
は植物プランクトンの栄養源と
なるため、必要以上に増加する
と、プランクトンなどの異常発生
の原因になる。 

クロロフィルａ（chl-a）…水中の植
物プランクトンの量を表す指標｡
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※平成12年度河川水辺の国勢調査（利用実態調査）における利用者数（実数）の合計値を示した。 

（調査日：平成12年4月29日、5月5日、5月15日、7月30日（蓮ダム7月20日）、7月31日、11月3日、平成13年1月8日） 

田川における河川空間の区間別利用状況（平成 12年）

＜蓮ダム＞

＜ 田川本川大臣管理区間＞
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5.5 流域の市民団体の活動状況 
○ 田川下流部の大臣管理区間での活動団体は下表のとおりである。活動している

団体数は少ない。

田川をフィールドとした主な活動 
活動主体 活動内容 

志摩半島野生動物研究会 
 

○ 田川河口、松名瀬海岸で干潟観察会を開催 

松阪子供の水辺協議会 ○河川の環境学習等の活動支援を全国的に展開している「子供
の水辺サポートセンター」の「子供の水辺」として平成 14
年 7 月に登録 
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６．河川管理の現状 
6.1 河川管理施設と許可工作物 
（１）河川管理施設と許可工作物 
○ 田川下流部の大臣管理区間で河川管理者の管理する施設(河川管理施設)は、堤防
護岸等の他、堰１ヶ所、水門１ヶ所、樋門・樋管 30ヶ所があり、これらの河川管理
施設の状況を把握し、適正な処置を講じるため、河川の巡視、点検を行っている。 
○ 田川可動堰は昭和 30年に完成した 田川頭首工を、昭和 44年に改築し可動化し
たものであり、他の管理施設と比べて老朽化が進んでいる。 
○他の管理者が管理する施設（許可工作物）も、堰 7ヶ所、樋門・樋管 16ヶ所、揚水
機場 7ヶ所、橋梁 25ヶ所ある。 
○特に、橋梁は 13橋が河川から見た安全上必要な基準（河川管理施設等構造令）を満
たしていない（桁下高不足、径間長が短い）。 
 

河川管理施設、許可工作物一覧表（大臣管理区間） 
種  別 施設別 河 川 名 個所数 

直 轄 田川 １ 堰 
（頭首工） 許 可 田川 

佐奈川 
３ 
４ 

直 轄 祓 川 １ 水  門 
許 可   － 
直 轄 田川 

佐奈川 
２０ 
１０ 

樋門・樋管 

許 可 田川（祓川を含む） 
佐奈川 

１０ 
６ 

直 轄   － 揚水機場 
 許 可 田川 ７ 

直 轄   橋 梁 
許 可 田川 

佐奈川 
１２ 
１３ 

注）河川管理施設…ダム、堰、水門、堤防、護岸、床止めなどの河川管理者が管理する施設。 
許可工作物…河川法第 26条第 1項の河川管理者の許可を受けて、設置される工作物。 
樋門、樋管、水門…堤内地の雨水や水田の水を川に排水する場合、川の水位が洪水などで高くなっ        
た時に、その水が堤内地側に逆流しないように設ける施設。このような施設のなかで、堤防の中に        
コンクリートの水路を通し、そこにゲー ト設置する場合、樋門または樋管と呼ぶ。また堤防を分断       
してゲートを設置する場合、その施設を水門と呼ぶ。水門はゲートを閉めた時に堤防の役割も果た       
す。 

揚水機場…河川から水を汲み上げるための施設 
堰・頭首工…農業用水、工業用水、水道用水などの水を川から取水するために、河川を横断して水位
を制御する施設。 

 
  

中村排水樋管 
中村輪中に設置されている排水のための樋管 
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（２）橋梁、堰の現状 
 

橋梁の状況 
橋梁名 管理 位置 完成年 目的 河川管理施

設等構造令 
備考  

（ 田川）    桁下高 径間長 
新松名瀬橋 三重県 1.6+110 S41 県道 否 × × 
松名瀬橋 三重県 1.8+61 S38 県道 否 × × 
松阪東大橋 国土交通省 2.0+150 S50 国道23号 適  
大平橋 松阪市 3.0+8 S26 市道 否 × × 
魚見橋 三重県 4.2+190 S37 県道 否 × × 
近鉄橋 近畿日本鉄道 7.6-30 S5 鉄道 否 × × 
田橋 三重県 7.8+100 架替中 県道 適   

ＪＲ橋 東海旅客鉄道 10.8+26 S5 鉄道 否 × × 
新両郡橋 国土交通省 13.6+30 H10 国道42号 適  
両郡橋 三重県 14.2+60 S31 県道 否 × × 
水管橋 三重県企業庁 15.0+4 S61 上水道 適  
多気松阪橋 多気町 16.2+48 H12 町道 適  
（佐奈川）     
朝長橋 多気町 0.2+75 S44 町道 否 ×  
新橋 三重県 0.6+25 S48 県道 適  
ＪＲ橋 東海旅客鉄道 1.4+34 S55 鉄道 適  
池上橋 多気町 1.6+95 S49 町道 適  
立花尾橋 多気町 2.6+120 S53 町道 適  
大峯橋 多気町 3.0+17 H6 町道 適  
槇尾橋 多気町 3.2+193 S57 町道 適  
西山橋 三重県 3.8+150 S11 県道 否 × × 
新西山橋 三重県 4.2+40 H8 県道 適  
田子田橋 三重県 4.2+138 S36 県道 否 × × 
小野寺橋 三重県 4.6+103 S49 県道 否 × × 
落合橋 多気町 5.2+58 S10 町道 否 × × 
佐奈川橋 国土交通省 5.4+5 S31 国道42号 否 × × 

 
堰の状況 

堰の名称 管理 位置 完成年 目的 形式 備考 
（ 田川）    
祓川水門 国土交通省 10.4+130 S30  可動堰 
東黒部頭首工 三重県企業庁 3.6+40 S26 工業用水 固定 
田第二頭首工 三重県 5.6 S42 農業用水 固定 
田第一頭首工 三重県 8.0+30 S38 農業用水 可動堰 
田可動堰 国土交通省(兼用) 10.4+120 S29 （農業用水） 可動堰 老朽化 

（佐奈川）    
多気用水堰 土地改良区 1.6+40 S49 農業用水 可動堰 
多気第２用水堰 土地改良区 2.6+122 S52 農業用水 可動堰 
島田用水堰 中西末蔵 4.2+160 不明 農業用水 固定堰 
佐奈用水堰 中西末蔵 4.8+180 不明 農業用水 固定堰 
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6.2 観測施設 
○ 田川では流域に雨量観測所 10箇所、水位観測所 9箇所を設置し、河川管理の重要な

情報源となる雨量、水位、流量等の観測を行っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田川水系雨量・水位・流量観測所設置位置図 
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6.3 河川情報の高度化 
○洪水時等における迅速かつ正確な情報収集及び伝達を目指して、光ケーブルや CCT

Ｖカメラの整備等を進めている。 

○ 田川における光ケーブルの整備延長は現在約９kmで、CCTVカメラは 11箇所で設

置されている。 (平成 14年度末現在) 

 
 

ＣＣＴＶカメラ、光ケーブルの設置箇所（平成 14年度末現在） 
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6.4 防災 

（１）水防体制 

○洪水・高潮等による被害の発生を防止または軽減するため、国及び地方自治体の

関係機関が連携し、水防活動を迅速かつ円滑に行うため関係機関からなる「 田

川水防連絡会」を設置している。連絡会では危険箇所の周知徹底、出水期前の河

川巡視や水防資機材の確認等を行っている。 

 

田川水防連絡会の構成機関 

機 関 名 

国土交通省 三重河川国道事務所 

三重県 

 

県土整備部  

松阪地方県民局建設部 

松阪市 

多気町 

 

○蓮ダムでは、放流に伴う危害を防止するとともに情報連絡を円滑に実施するため、

関係機関からなる「蓮ダム放流連絡会」を設置している。 

 

蓮ダム放流連絡会の構成機関 

機 関 名 

国土交通省 三重河川国道事務所 

蓮ダム管理所 

三重県 松阪地方県民局建設部 

企業庁 
み せ だ に

三瀬谷発電管理事務所 

松阪警察署 

沿川市町村 松阪市、多気町、勢和村、飯南町、飯高町 
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（３） 浸水想定区域図 

○周辺住民の洪水に対する知識・意識を高めることを目的として、平成 14年に浸水

想定区域図の公表を行い、自分の住んでいる地域の洪水氾濫による浸水の可能性

と浸水の程度について情報提供を行った。市町村ではこれをもとに、洪水氾濫想

定区域、避難場所、避難経路等を地図上に記載した洪水ハザードマップを作成す

ることとなる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

            

 

 

浸水想定区域図…計画の基本となる降雨に対して、河川が堤防決壊等によ

り氾濫した場合に想定される浸水の状況を示した図。 

 

田川浸水想定区域図 
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 6.5 水質事故 

○近年 10 ヶ年における水質事故は、油類の流出を中心とした事故が多く発生してい

る。水質事故が発生した場合、オイルフェンスの設置等の対策を実施している。 

○ 田川、
す ず か

鈴鹿川、
く も ず

雲出川、
みや

宮川の直轄河川で河川及び水路に関わる水質汚濁対策

に関する各関係機関相互の連絡調整を図ることを目的に、「三重四水系水質汚濁

対策連絡協議会」を設置し、水質の監視や水質事故発生防止に努めている。協議

会では、水質の常時観測や資料収集、緊急時の連絡調整、水質汚濁対策の推進、

水質に関する知識の普及・広報活動等を行っている。 

 
田川における水質事故の発生状況 
水質事故の種類 

年 
油の流出 魚のへい死 

計 

平成 4年 0 0 0 
平成 5 年 2 0 2 
平成 6 年 0 1 1 
平成 7 年 0 0 0 
平成 8 年 0 1 1 
平成 9 年 0 0 0 
平成 10 年 1 0 1 
平成 11 年 0 0 0 
平成 12 年 0 0 0 
平成 13 年 2 0 2 
合 計 5 2 7 

 

近年の水質事故の状況と対策 

発生年月日 種類 場所 原因 対策 
H8.6.7 魚のへい死 松阪市

しん や し き

新屋敷地先 水温の上昇による
酸欠及び細菌感染

水質調査 

H10.10.28 油の流出 多気町津留 不明 オイルフェンスの設置 
H13.6.27 油の流出 多気町

まき

牧 交通事故（伊勢自動
車道からの流出） 

自動車道の清掃 

H13.11.8 油の流出 松阪市大石町 不明 オイルフェンスの設置 
吸着マットによる回収 

 

 

 
 

オイルフェンスによる対策イメージ
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８. 課題 

8.1 治水の現状と課題 

 

 ○河道の状況 

 平成６年９月洪水では、大平橋やその周辺の高水敷に繁茂する樹木群により、洪水の流

下断面積不足が原因となり、洪水時の水位が計画高水位を上回り、漏水が発生するなど堤

防が危険な状態であった。 

 

 ○堤防の整備 

 計画高水位より堤内地盤が低いところで、暫定堤防（高さや断面が不足する堤防）が堤

防必要延長に対して約37％存在しており、堤防の安全性が低い。 

 

○河川横断工作物 

 洪水を著しく阻害する大平橋をはじめ、河川管理施設等構造令に適合しない工作物が多数

存在する。 

 

 ○高潮対策 

 河口部では台風や低気圧によって起こる高潮により被害が発生する恐れがあるが、高潮

堤防が十分整備されていない。 

 

 ○耐震対策 

 河口部では、地震時の堤防被災による二次災害が発生するおそれのある区間があるが、

堤防の耐震対策が十分でない。 
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8.2 利水の現状と課題 

 

 ○適正な水利用と河川流量の確保 

 近年の小雨傾向もあり、河川の流況は減少傾向にある。また、平成６年、平成８年には

渇水となり取水制限が行われた。 

 

 ○蓮ダムの水質対策 

 蓮ダムでは、濁水長期化や淡水赤潮といった水質問題がしばしば発生している。 

 

 

8.3 河川環境の現状と課題 

 

 ○良好な環境の保全 

 河口部の干潟や河岸沿いに連続する河畔林は多様な生物を育むとともに、 田川を特徴

づける優れた環境・景観を形成しており、保全していく必要がある。 

 祓川は、昔からの自然を残し、自然の蛇行に沿う河畔林が水辺の豊かな自然を育み、タ

ナゴ類等貴重な生物が生息しており、保全していく必要がある。 

 

 ○連続性の確保 

 堰が数多く、魚類の遡上環境が不連続となっている。 
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8.4 河川の維持管理の現状と課題 

 

○河川管理施設の老朽化 

 田可動堰は、昭和30年に完成した施設を可動化したもので、補修が困難であり、他

の施設に比べ老朽化が進んでいる。 

 

○情報の高度化 

 洪水時等における河川管理のため、情報のより正確かつ迅速な伝達が必要である。 

 

○危機管理対策 

 計画を上回る洪水が発生した場合、大規模な被害が発生するおそれがあり、防災に対す

る住民意識の向上を図る必要がある。 

 

○地域住民との協働 

 田川は環境教育や生物観察会、歴史・文化を伝える軸としての基盤を有するが、団体

による活動のフィールドとしてはあまり利用されていない。 

 田川高水敷には、不法投棄されたゴミが多く見られ、環境・景観の悪化が懸念される。  

 

 


